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御殿場市新たな観光振興財源検討に伴うアンケート 

本アンケートは、新たな観光振興施策の財源として、現在全国の多くの自治体で導入されている宿

泊税について、本市における導入検討の参考資料とすることを目的に行うものです。 

Q1 性別を教えてください。 

１. 男性 ２. 女性 ３. その他 

Q2 年代を教えてください。 

１. ～２９歳 ２. ３０～３９歳 ３. ４０～４９歳 

４. ５０～５９歳 ５. ６０～６９歳 ６. ７０歳以上 

Q3 居住地区を教えてください。 

１. 御殿場地区 ２. 富士岡地区 ３. 原里地区 

４. 玉穂地区 ５. 印野地区 ６. 高根地区 

Q4 本市には何年居住していますか。 

１. １０年以下 ２. １１年～２０年 

３. ２１年～３０年 ４. ３１年～４０年 

５. ４１年以上  

Q5 宿泊税について知っていますか。 

１. 知っている 

２. 聞いたことはあるが、詳細は知らない 

３. 知らない 

※宿泊税とは、観光資源の魅力を高め、観光客の皆様の受入れ環境の整備をする等、観光振興を図る事業に 

利用する目的をもって、宿泊者の方に負担していただく税金です。 

Q6 新たな観光振興施策の財源として宿泊税を導入することへの賛否について、次の中から該当する

ものを選択してください。 

１. 賛成 ２. どちらかというと賛成 ３. どちらとも言えない 

４. どちらかというと反対 ５. 反対  

上記の理由（                                     ） 

Q7 宿泊税を導入する場合、宿泊者が負担する宿泊税について、最も妥当だと感じる金額を次の中か

ら選択してください。 

１. １００円 ２. ２００円 

３. ３００円 ４. ５００円 

５. １，０００円 ６. １，００１円以上 

７. その他（                                     ） 
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ご回答ありがとうございました。今後の制度設計の参考にさせていただきます。 

Q8 宿泊税の使い道として望ましいものを選んでください。（複数回答可） 

１. 宿泊施設等の環境整備や充実（スマートチェックインシステム等のソフトウェアの整備） 

２. 宿泊施設等の環境整備や充実（客室等のハードウェアの整備） 

３. 国内外への情報（魅力）発信（プロモーション等） 

４. 観光推進組織（観光協会等）や民間事業者の基盤強化・連携推進 

５. 目的地までのアクセスの円滑化（交通対策等） 

６. 持続可能な社会や観光地の構築に向けた取り組み 

７. 観光資源の魅力向上（観光資源の開拓・磨き上げ等） 

８. 受入滞在環境の整備・充実（インバウンド対策、オーバーツーリズム対策、無料Wi-Fi整備等） 

９. 民間イベント（音楽・スポーツ・食イベント等）の誘致 

10. その他（           ） 

※宿泊税は、自治体が条例にもとづいて独自に課税できる「法定外目的税」に位置づけられるものです。税収

の使い道は、条例で定めた観光振興に関する施策の範囲に限られており、住民サービスなどに使われる一般

財源とは区別する必要があります。 

Q9 宿泊税に関するご意見等があれば、ご記入ください。 
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